研修出張様式４
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研修報告書

	所　　属　　青山荘　　　　　職　種　　社会復帰指導員　　　氏　名　　三浦　理見

	期　　間　　平成19年　2月27日　～　平成19年　2月28日

	出張目的　　平成18年度SST（生活技能訓練）初級者研修

	出 張 先　　青森県立精神保健福祉センター

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


考察

　今回、SSTの初級者研修に初めて参加させて頂いた。

基礎知識や経験もなく、「SSTって何？」と自分自身が疑問を抱いている中で「仕事だから」「遅番担当だから」やらねばならないという義務感や、手探り状態の中で、「まぁこんなものなのだろう」と感じながら「単にやればよい」という気持ちで今まで利用者様へSSTを行っていたのが正直な気持ちだった。

初めての研修参加ということで緊張しながらの参加だったが、２日間でSSTの基礎から応用まで頭に叩き込むことが出来たように思う。青森県内の病院や施設の職員の方々と一緒に研修を受けることで、他の施設・病院でのSSTの進め方も多種多様であることを感じながら講義や演習を行う中で、随時、現在青山荘で行っているSSTや、過去に自分が病院配属になっていた頃の病棟でのSSTの様子を思い出しながら比較しながら講義を受けた。

SSTは精神障害者だけでなく、児童養護施設や刑務所、少年院、児童相談所などでも序々に取り入れられているという。現代では、障害児も含め、少子化の中で一人っ子へのSSTの導入も必要であると考えられている。つまり、大きく言えば、SSTは生きている全ての人に対して、効果のあるコミュニケーションの訓練だと考えられている。しかし、ここで感じたのはSSTを実施し、効果を出すためには、適切な訓練の場や内容を提供しなければならないことであり、そのためにも、リーダー・コリーダーとなる職員が世間に精通し、幅広い視野を持っている必要性があるということである。

現在、自分がリーダーとして行っているSSTの現状を振り返ってみると、基礎的な型にはまっているのはわずかな部分だけであり、間違った、特に効果のないSSTを利用者へ提供しているという事が浮き彫りになった。また、職員が「やればいい」、利用者が「やらされている････無駄な1時間」と感じている中でのSSTでは何の意味もなく、何の効果も得られないということを思い知らされたように思う。そして、自分が行なっているSSTはこのようなものであり、施設内でも問題となる点があるため、もう一度SSTについての振り返りを行い、改善すべき点を挙げ、進め方だけではなく、参加する利用者・職員の参加意識から変えていく必要があると感じた。

病院・地域・子どもの3グループの分野別に演習を行い、実際SSTを実践してみる機会があった。驚くべきことに、県内の他施設ではSSTを取り入れている施設がほとんど無いという現状だった。参加した職員の勤務する施設では青山荘も含め、たった2箇所の施設しか現在SSTを取り入れていない。今後SSTの導入も検討されていないという施設が殆どであった事もあり、個別に相談を受けることや、面談を行う機会が多いとのことから、演習では「ひとりSST」について詳しく学んだ。個別のSSTを行うといった場合でも、SSTの基礎となる部分は変わらず、基礎を踏まえて実践することが重要であることが分かった。

　2日間の研修に参加して、自分で行っているSSTも含め、青山荘で行われているSSTについての振り返りを行う絶好の機会になったように思う。今後、利用者様にはもっと適切なSSTを行うべきであり、そのためにも職員全員がSSTの基礎知識を頭に入れながら進めていく必要があることを痛感した。欲を言えば、もう少し早く研修に参加することが出来ていたならば、問題点に少しでも早く気付くことが出来たのではないかと思うが、もしも研修に参加させていただく機会がなければどうなっていたのだろうと危機感さえ感じるほど、現在行われているSSTには改善点が多々ある。2日の研修を通して学んだことをすぐにでも職員へ伝達し、青山荘利用者様に効果のあるSSTを行ってもらうよう職員全員で振り返りを行い、改善していくべきである。自身のSST技術の向上のためにも是非SST中級者研修へも参加してみたいと思う。2日間、研修に参加させていただき有難うございました。

講義　「SSTの基礎理論」　　　　　　　　　　　　　ルーテル学院大学大学院　教授　前田ケイ氏

＜考察＞

SSTの基礎理論を学んでSSTが何のために行われているものなのか、誰のために行われるべきものなのかを再確認し、具体的な進め方を学ぶことが出来た。学んだことと、現在行われている施設でのSSTの内容を比較すると、基本的なSSTの進め方から改善すべき点が多々あることが分かった。

まず、練習課題の設定において改善すべき点としては、利用者の日常生活において希望する課題を把握することが必要であるが、現在行われているSSTでは、課題の設定を職員が行っており、利用者の「練習したい」という意思を確認することなく行われているため、練習課題を事前に職員が決めるのではなく、参加する利用者から募る必要がある。リーダー・コリーダーの配置が出来ず、リーダーのみでSSTが行われている点についての改善は難しいが、リーダーのSSTの進め方にも個人的にばらつきがあり、能力別にグループ編成は行われているものの、次のステップに繋げることが出来ていない。実際ロールプレイを行っているものの、評価方法や宿題の設定、その後の確認が行われていないため、SSTの進め方についても職員間で統一していく必要があり、宿題については宿題カードのようなものを用いて確認を行い、次回のSSTで振り返りを行うべきであると感じた。

～対人スキルを向上させるSST～

1 ソーシャル・スキルズ・トレーニング（social skills training/SST）＝生活技能訓練・社会生活技能訓練

· ソーシャルスキルとは

「自分の目的を果たし、相手から期待した反応を得られるような対人関係行動能力」のこと

· SSTは、そのような対人行動能力を、練習によって改善し、発達させていく体系的な支援方法であり、現在では認知行動療法の一つとなっている。

· SSTの場とは

· 自分で練習できるように助ける

· 成長していく過程の中で周りを見ながら学ぶ

· 特別な環境を与えることで効果を得る

2 SSTの世界的な広がり

· SSTをインターネットで見ると9,320万件であり、世界的に広がっている。

· 対象は子供、青年、成人、高齢者と幅広い。

· 精神医療ばかりではなく、いろいろな分野で、生活のしづらさを持っている多様な人々の支援にSSTが活用されている。

· 現在では刑務所や少年院でもSSTは行われており、少子化の中で一般の子供（特に一人っ子）や障害児へも行う必要がある。

3 日本の精神医療では：入院生活技能訓練治療法

1988　1月リバーマン来日

　　　4月東大DHでSST開始

1944　入院生活技能訓練治療法が点数化

1955　SST普及協会設立される

2005　SST普及協会は日本精神神経学会から医療奨励賞を受賞する

そのほか、法務省の仕事、文部省の仕事にもSSTが広がってきた。

SSTは････

· 易しくて入りやすい

· 型が決まっている（基礎訓練モデル）

1944　SST点数化される

4 精神科分野でのSST

1） 治療のSST

■治療者とよい人間関係を作り、保つためのSST

例：医者に病状を話す・薬を増やして欲しいと依頼する

■薬物や症状を自分で管理するためのSST

例：症状を説明する・再発のための注意サインを話す・副作用について話す

■幻聴に対処するためのSST

例：幻聴が起こるのは人それぞれであり、空腹時・寂しい時・午前・午後など多種多様である。

· 幻聴への対処方法として、幻聴に名前をつけ（例：「幻聴さん」）、丁寧に幻聴に頼む･･･「すいません、幻聴さん。帰ってくれませんか？」･･･といった方法で対処している人もいる。（自己研究－べテルの家）

· アメリカのNEC（ナショナルエンパワメントセンター）では、夕暮れの寂しい時に幻聴が起こる人への対処方法として、前もってテープに友人から「いいところ」「好きなところ」について話してもらい、録音して幻聴が起こる夕暮れ時に大音量でテープを聴き、他者が話してくれる自分のいいところを聴くことで、プラスの作用が働き、幻聴が自然となくなる･･･といった例もある。

2） リハビリテーションのSST

· いろいろな対人関係を修復し、新しく作るSST

・退院後、新しい環境や対人関係を築く上で効果的。

3） 再発を予防し、QOLをあげるSST

· 病院から外出する時のSST

例：社会的入院（長期入院）をしている人が外出する

· 地域で暮らすSST

例：アパートを探す・買い物へ行く・バスに乗る

· 就労するためのSST

例：ハローワーク・就労訓練

· ストレス対処のSST

例：利用者同士のトラブル

5 SST指導の大事なポイント

1、 本人の生活に対する希望を引き出す

· 今まで学んだスキルを応用する⇒般化する

· 否定しないことが大事

· 現実的な練習の中で現実検討能力を持たせる

2、 本人の今、出来ているところに着目する

3、 過去ではなく、これからの行動の準備をする（行動リハーサル）

· これから先のことをあらかじめ練習する

· 認知行動療法

4、 絶えず、本人と一緒に相談（協働）する

5、 必要な行動スキルが積み上げられるようにする

· 人に教える時には部分に分かれていれば教えやすい（細分化）。この際、指導者がどういう部分で分かれているか知らなければ教えることは出来ない。人の能力に応じてどこから始めて、何から教えるか把握しておく必要がある。

6 SSTの特色

1、 本人の希望する目標から、練習課題を設定する。

・本人の同意を得て行う

2、 必要な行動を細分化し、小さな段階に分けて実際の行動練習を行う。

3、 いま、できているところに着目し、それを強化する。

· 実際、出来ているところを見るのは難しいがアセスメントを活用することも重要である。

· いいところを見つけて評価を行う。

4、 練習は行動リハーサル（未来）：現実生活の中でこれから必要となる対人場面。

5、 グループSSTでは、グループメンバーが助け合い、グループ意識が持てるように支援する。

7 SSTを始める前に

1、 誰にどんなSSTが必要かを考える。

2、 職員のチームを作って計画する（リーダー・コリーダー）

3、 該当する人に参加を勧め、本人の希望を聞く。

4、 参加者のアセスメントをする。

· カルテを見る暇がないままSSTを行っている病院もある。

· 場面を作って評価の基準（スケール）を作ってもらい、先にロールプレイテストを行う。

5、 SSTの構造をきめる（グループメンバーを選ぶ、人数、時間帯、頻度、練習課題など）。

6、 担当がセッションの準備をし、みんなで助け合う。

8 SSTの具体的な進め方（１）

· 本人の生活に対する希望や目標をきいておく。（個別面談：長期目標・短期目標・当面の練習目標を一緒に考える）

· 本人と職員の間によい関係を作っておく。（関係は援助を運ぶベルトコンベア）

· 本人が安心できる場（グループ）を作る。（楽しいウォーミングアップ活動を選ぶ）

9 SSTの具体的な進め方（２）

1、 練習したい課題を決める

2、 場面を作って、1回目の練習を行う

3、 よく出来たところを具体的に褒める

4、 さらによくするところを考える

5、 必要ならばお手本をみる

6、 もう一度練習を行う

7、 改善したところを褒める

8、 宿題を持って帰って、実行してみる

9、 結果を報告してもらう

10 SSTセッションのあとで

1） 必ずメンバーからのフィードバックをもらう

方法例：口頭で話してもらう・用紙に記入・丸だけをつける

· 振り返りに時間を掛けることが重要

· 内容は記録に必ず記載を行う

2） 必ず職員同士で振り返りをする

1 自分たちの指導のあり方（よく出来たところ・改善点）

2 メンバー個々の行動・関係・変化について

3 練習が本当に役に立っているのか、行動形成につながっているのか


デモンストレーション～SSTの実際～　　ルーテル学院大学大学院　　　　　　教授　　前田ケイ氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森大学社会福祉学部社会福祉学科　助教授　船木昭夫氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立精神保健福祉センター　　　技師　　浜田和法氏

＜考察＞

青森県立保健福祉センターのデイケアに通所されている利用者様が実際にデモンストレーションとしてSSTを行った。練習課題を決め、課題を細分化することで、リーダーも、参加者も練習課題を明確にしてSSTを進めることが出来ることが分かった。しかし、実際課題の細分化を行うのは果たして容易な事なのだろうかと感じたが、SSTを進める中で、課題となることについての情報をまとめ、確認を行うことで、自然と何を練習しなければならないのか見えてきており、無駄のないSSTを行うことが出来るのだという事が分かった。

～青森県立精神保健福祉センター　デイケア利用者によるSSTデモンストレーション～
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練習課題①

「従兄弟の結婚式に着るワンピースをクリーニング屋さんに出すのを父にお願いする」

【SSTを始める前の確認事項】

・ワンピースをクリーニングに出したいという希望は父には2回ほど伝えている。

　⇒父からは1.2回しか着ていないため出さなくてもいいと言われた。

· 父からはクリーニングに出すなといわれているが、結婚式ということで綺麗にしていきたい。

· クリーニング屋さんには以前も洋服を出したことがある。

· クリーニング屋が来る日は毎週水曜日・土曜日であり、自宅に来る。

· クリーニング代は1000円～2000円（予測）。自分の小遣いから1000円程度なら出すことが可能。

⇒以前、父に話をした時には、値段、自分がいくらまでなら出せるかは話をしなかった。
※クリーニング代が実際いくらかかるか、情報を得てから父に交渉する。

　クリーニング屋さんにいくらかかるか、値段を聞く練習を提案。

【練習】

1、 練習したい課題を決める

「結婚式に着るワンピースのクリーニング代がいくらかかるか、クリーニング屋さんに尋ねる」

2、 場面を作って、1回目の練習を行う

練習者から、自分がやりやすい人を選んでもらい、クリーニング屋さんの役をやってもらう。

自宅の玄関先を想定した場面設定を行い、練習を行う。拍手を忘れないで行う。

3、 よく出来たところを具体的に褒める

【よいコミュニケーション】に沿って、実際行った練習でよかった点を挙げる。この際、リーダーから率先してよかった点を挙げることも重要。発言が苦手な利用者については「○○がよかったと思うけど、どうでしたか？」「○○がよかったと私は思うけど、そう思わない？」など簡単に答えることが出来るような質問を行う。意見を発表してくれた人に拍手をする。

4、 さらによくするところを考える

練習を見て、リーダーが事前に改善すべき点については頭に入れておくことが必要。そのことを踏まえて、利用者にどうすればもっと良くなるかを質問する。改善点が特にない場合は「今のどうでした？私は１００点だと思いますよ」「私は１００点だと思うけど、みなさんはどうですか？改善点があったら教えてください」とリーダーから話を進めていくことも重要。

5、 必要ならばお手本をみる

手本の必要性について練習者に確認を行い、必要がなければ、挙げられた改善点を確認し、２回目の練習に繋げる。手本の必要性がある場合は、やってもらえる人を募るか、職員自ら手本となる。

6、 もう一度練習を行う。

挙げられた改善点を確認し、再度練習を行う。

7、 改善したところを褒める

改善した部分についての評価を行う。評価の際は発表者に１回１回拍手を行う。

8、 宿題を持って帰って、実行してみる

練習した課題についての練習内容と改善点を確認し、宿題とする。

9、 結果を報告してもらう

練習した課題（宿題）についての結果報告を依頼する。次回SSTにおいて、宿題内容を確認し、結果について報告を行う。成功した場合は評価や振り返りを行い、成功しなかった場合については、再度改善点について検討を行い、もう一度練習を行う。

演習①　　「ウォーミングアップと基本訓練モデルによるSSTの展開」

ルーテル学院大学大学院　　　　　　教授　　前田ケイ氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森大学社会福祉学部社会福祉学科　助教授　船木昭夫氏

＜考察＞

閉鎖病棟・開放病棟・デイケア・地域施設・児童関係それぞれによって、SSTの行われ方に特色があることが分かった。実際、地域ではSSTを導入している施設は少なく、集団よりも個別に相談を受ける機会が多いことから「ひとりSST」について詳しく学ぶことが出来た。実際、自分も含めて代理行為を無意識のうちに行ってしまいがちであったように思うが、個別にSSTを展開することで、本人自身の練習になり、成長へと繋がる。今後もちょっとした相談が練習の場になる機会はたくさんあるだろうが、職員自身が気付くことが出来るかどうかが重要なのではないかと感じた。

（閉鎖病棟でのSST）

ウォーミングアップ：仲間探し

「春が好きな人　秋が好きな人」「魚が好きな人　肉が好きな人」など好きなものや種類によって分かれてもらい、数回繰り返す。その時の思い出や、好きな理由を話してもらう。全員の前で発表する場合もあれば、２人ペアで互いに話をする場合もある。

－練習課題－

「病棟から外出するために、職員へバスの時間を聞きに行く」

· 病棟勤務をしている者を選抜し、SSTを行う。

（SSTから見えた問題点）

①SSTを始める際に、毎回【よいコミュニケーション】、【SST参加のルール】について患者様に復唱してもらっている。

⇒職員側がワンパターンではいけない。時間内でどれだけの訓練が出来るかが重要であるため、復唱は行うべきではない。

②職員が立ったままSSTを行っている。

⇒リーダーが立ちながらSSTを進めていることで、参加者を見下ろしていることになるため、あまり良くない。隣に座って話しかける、半円・円形になりながら対等に話すことが必要。

③練習者に相手を決めてもらう。

⇒練習者が決まったら、相手役を出来るだけ早く選んでもらう。早く選ぶことで、相手役は注意を集中しながら、どんな相手なのか、どのような言葉を掛けるのか･･･など状況を把握する。

4 改善点・フィードバック

⇒改善点やフィードバックなど、練習者が他の参加者から意見をもらう際には視線を合わせるよう促す。

（デイケア・開放病棟でのSST）

－練習課題－

「ハローワークに求人情報を取りに行く。パソコンでの検索の仕方を尋ねる。」

· デイケア職員、開放病棟職員を選抜しSSTを行う。リーダー役はデイケア職員。

（SSTから見えた問題点）

1 言葉で使い方を説明する

⇒言葉で説明するよりも、実際に手本を見せた方がよい。認知へ働きかけることが大事。

（施設でのSST）

· 課題の設定･･･訴えの中から練習課題を見つけていく。

· 問題解決方法･･･対処方法を挙げ、プラスマイナスを確認することで、自分に見合った方法を見つける。

· 代理行為･･･職員が代理行為を行うことで、本人の成長を防いでしまう。

· SSTの必要性を理解するためには････

1 失敗から学ぶ⇒失敗することで、練習の必要性を確認する。

2 事前学習⇒失敗や、不安を恐れていることから、事前にSSTを行うことで不安やストレスを軽減する。

－練習課題－

「兄に自分の気持ちを話す。」


利用者：施設退所後は、就労しながら一人で暮らしたいと希望しているが、兄が反対するため、一人暮らしをしながら生活したい気持ちを我慢しなければならないと感じている。兄に自分の希望を伝えたい。

保護者（兄）：兄は一人暮らしについては反対している。

職員から････

いつ兄へ話すかを確認し、実際を想定してロールプレイを行う。本人の希望を確認した上で、職員自ら手本を見せる。

例：「お兄さん、施設を退所してから一人暮らしをしながら仕事をしたいと思っていますが、胴思いますか？」

考えられる兄の不安や、反対の理由について、本人と検討し、再度練習を行う。

例：「お兄さん、施設を退所してから一人暮らしをしながら仕事をしたいと思っています。経済的な面で心配しているのかもしれないけれど、施設に入所してから貯金もしていましたし、退所までに仕事を探して給料で生活していくから心配しないでください。」

一緒に伝えたい内容を整理しながらSSTを進めていく。

（児童へのSST）

言葉だけでは伝えにくく、説明しにくいこと、理解しにくいことを考え、道具を使ったコミュニケーションを取ることも必要。

演習②　「対象者別応用編」　　　　　　ルーテル学院大学大学院　　　　　　教授　　前田ケイ氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森大学社会福祉学部社会福祉学科　助教授　船木昭夫氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立精神保健福祉センター　　　技師　　浜田和法氏

＜考察＞

SSTの導入されていない職場が多かったことから、実際にSSTを導入している職場の職員からSSTのリーダー・コリーダーを選出するとのことで、リーダーに選ばれ、SSTを行った。実際、普段自分が行っているSSTを行うことで、問題点が明らかになった。青山荘では職員がテーマを事前に決めているため、利用者に必要なコミュニケーション技術の練習になっているかどうか不確かだということから練習者の選出も正しくはなされていないことが明らかになった。また、事前にSSTの進め方や流れを頭に入れておく必要があり、リーダーが分かりやすくSSTをスムーズに進めていかなければならないことを学習した。

病院・地域・子供の３つのグループに分かれ、SSTの実技を行う。

（ウォーミングアップ）

地域グループでは、まずウォーミングアップとして、「朝食を摂取した時間」「朝食で何品食べたか」など、初対面の中でお互いに質問をし、コミュニケーションをとりながら、列に分かれていく。

（ひとりSST）

2人グループに分かれ、それぞれテーマを決め、SSTを行う。

（SST）

リーダー・コリーダーを選出し、SSTを実際に行う。

練習課題

「体調不良で掃除を休みたいことを他者に伝える」

演習③「ウォーミングアップと基本訓練モデルによるSSTの展開」

青森大学社会福祉学部社会福祉学科　助教授　船木昭夫氏

＜考察＞

SSTを行う上で、リーダー・コリーダーになるスタッフ自身がグループワークの経験を持ち、相手を褒める事が出来るかが重要になるということが分かった。実際、2人ペアになり褒め合いを行ったが、なかなか相手を褒めるということは、容易なようで難しい。実際、今まで利用者様に対しても、良い部分を見つけるより、悪い部分や注意が必要な部分が特に目につくことが多く、小さなことでも褒めるということをしてこなかったように思う。良い部分に着目する事はとても重要であり、褒める事によってSSTを行う中で本人を安心させリラックスしながらSSTを進めていくことが出来るということが分かった。また、このことはSST以外でも援助を行う中でとても重要であり、信頼関係にも繋がるのだと感じた。

①ビデオ鑑賞

前田ケイ氏により、実際行われているSSTのビデオを鑑賞する。

②ウォーミングアップ

簡単に行うことの出来るウォーミングアップの紹介。

· 好きな食べ物

⇒自分の好きな食べ物について、短く紹介する。

· いろいろバスケット

⇒テーマを決め、席を移動していくゲーム。

· 言葉カード

⇒テーマの書いてあるカードを選んでもらい、テーマについて短く紹介する。

③SSTの開始準備

SSTを始めるにあたり、重要となることは、メンバーがグループワークの経験を持っているか、またそのグループ構成が重要となる。個別性であることを理解し、相手を賞賛・評価する事が必要である。そのためにもリーダーやスタッフが相手を褒めることが出来るかが問題となる。そのため、スタッフのトレーニングも必要である。実際、スタッフがトレーニングを受けてSSTを行っているものと、単にSSTを行っているものでは、当事者の再発率に大きく変化が出るという結果が出ている。

④スタッフ同士のコミュニケーション

SSTを行う者として、実際にウォーミングアップを研修参加者で行う。

· 隣りの人とジャンケンをし、負けた人は勝った人の後ろに付く。列が1列になるまでジャンケンを行う。その前から6人ずつのグループになる。

· 6人のグループを作った後、テーマの書かれているカードが配布され、カードのテーマに沿って自分のことについて話しをする。

例）グループの中で一番明るい人を選び、好きな動物とその理由を質問する。その後、自分の好きな動物と理由について紹介する。

・グループ内で2人ペアになり、お互いの良いところを褒め合う。
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魅力ある治療法





【よいコミュニケーション】


視線を合わせる


手を使って表現する


身を乗り出して話をする


はっきりした大きな声で


明るい表情


話しの内容が適切





【SST参加のルール】


見学はいつでもできます


いやな点はパスできます


人のよいところを褒めましょう


よい練習が出来るように他の人を褒めましょう


質問はできます


トイレは断ってから
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細分化





職





ひとりSST








